癌関連線維芽細胞におけるポドプラニン発現は、リンパ節転移陰性・ホルモンレセプター陽性・HER2陰性乳癌患者の不良予後を予測する by Tanaka, Yuko
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学 位 論 文 要 約 
Podoplanin expression in cancer-associated fibroblasts predicts unfavorable 















































(p=0.012, p<0.001, p<0.001, p=0.008)。癌特異的生存期間に関する多変量解析では、
podoplanin陽性は最も予後不良に関与する因子であった (p=0.003) 
 
考 察 
 リンパ節転移陰性かつHR陽性/HER2陰性乳癌において予後不良因子としてはKi67 LI高値、
プロゲステロンレセプター低値、浸潤径、組織学的グレード高値などがあげられ、これら
にあてはまる症例は化学療法追加が考慮される。しかし、Ki67 LIは統一された計測方法が
ないなどの問題点もある。私たちの研究により、リンパ節転移陰性かつHR陽性/HER2陰性乳
癌において、CAFsのpodoplanin発現が独立した予後不良因子であることが示され、
podoplaninは治療方針決定の一助になる可能性がある。今後はリンパ節転移陰性かつHR陽
性/HER2陰性かつKi67 LI低値乳癌におけるCAFsのpodoplanin発現の予後因子としての意義
を検討したい。 
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結 論 
 リンパ節転移陰性かつHR陽性/HER2陰性の予後良好と考えられる乳癌においても、CAFs
のpodoplanin発現は予後不良因子であった。 
 
